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産地情報（８年産）

【生育】北海道は2日早いペース、茎数2割増

【生育】新潟コシは茎数4割増、極早生・早生の出穂期早まる見込み

今週の玄米入荷情報

新潟黒川コシヒカリ

新潟岩船コシヒカリ

富山コシヒカリ

福井コシヒカリ

福井いちほまれ特栽

北海道ゆめぴりか

山形つや姫特栽

宮城ひとめぼれ登米特栽

秋田あきたこまち

佐賀夢しずく特栽

佐賀さがびより

【新潟】6月18日現在の生育はコシの進度が早く、県平均では指標値
よりも茎数が4割近く多い。また、極早生品種は幼穂が見え始めており、
極早生・早生の出穂期は早まる見込。

【北海道】6月15日現在

の生育は、全道平均だ
と2日早いペースで分

げつ期を進んでいる。
地域によって茎数の多
寡が生じているが、平
均すると平年比2割増。

【生育】福井はハナエチかなり早い、7月上旬にも出穂か

【福井】4月下旬～5月上旬に移植した圃場は中干し適

期に入っており、進度は品種によってまちまち。農業
試験場のハナエチゼンは平年より9日早い6月18日に
幼穂形成期を迎えており、出穂期が7月上旬となる可
能性も出てきた（平年は7月15日前後）。
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